
浜
辺
の
歌
音
楽
館
―
成
田
為
三 

大
月 

和
彦 

あ
し
た
浜
辺
を 

さ
ま
よ
え
ば
、/

昔
の
こ
と
ぞ 

し
の
ば
る
る 

風
の
音
よ
、
雲
の
さ
ま
よ
、/

よ
す
る
波
も 

か
い
の
色
も(

二
、
三
節
は
略) 

日
ご
ろ
自
然
に
口
ず
さ
ん
で
し
ま
う
こ
の
歌
は
秋
田
出
身
の
作
曲
家
成
田
為
三
の
も
の
。
大
正
初

期
に
竹
久
夢
二
装
丁
の
楽
譜
が
出
版
さ
れ
、
大
正
ロ
マ
ン
の
風
潮
に
乗
っ
て
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で

広
く
歌
わ
れ
て
き
た
。
戦
後
に
は
音
楽
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
、
荒
城
の
月
や
赤
と
ん
ぼ
な
ど
と
心

に
残
る
歌
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。 

作
詞
者
は
林
古
渓
。
東
京
生
ま
れ
の
歌
人
で
漢
文
学
者
。
江
戸
時
代
の
儒
学
者
林
羅
山
に
連
な
る

代
々
学
者
の
家
系
。
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
辻
堂
海
岸
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い
う
。
第
一
と
第
二
の

二
つ
の
節
が
、
ひ
ら
が
な
表
記
の
多
い
平
易
な
歌
詞
な
の
に
対
し
、
第
三
節
は
一
転
、
難
解
な
言
葉

が
な
ら
ぶ
。
作
詞
者
が
後
に
な
っ
て
、
こ
の
節
が
原
作
の
趣
を
失
っ
て
い
る
と
し
て
こ
の
部
分
が
歌

わ
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
名
作
は
二
節
だ
け
で
終
っ
て
い
る
。 

成
田
は
明
治
二
六
年
、
秋
田
県
米
内
沢
村(

北
秋
田
市)

に
生
ま
れ
る
。
師
範
学
校
を
出
て
県
内
の

小
学
校
教
師
を
し
た
後
東
京
音
楽
学
校
に
入
学
。
在
学
中
に
山
田
耕
作
の
指
導
を
受
け
て
、
浜
辺
の

歌
を
作
っ
た
。
当
時
は
児
童
文
芸
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
発
表
さ
れ
た
北
原
白
秋
、
西
条
八
十
、
野
口

雨
情
な
ど
の
童
謡
・
童
話
に
中
山
晋
平
、
梁
田
貞
、
弘
田
竜
太
郎
、
本
居
長
世
な
ど
が
曲
を
付
け
発

表
し
て
い
た
。 

西
条
八
十
が
作
っ
た
童
謡
、
カ
ナ
リ
ア
（
唄
を
忘
れ
た
カ
ナ
リ
ア
は
、
後
ろ
の
山
に
棄
て
ま
し
ょ

か
。
い
え
い
え
そ
れ
は
な
り
ま
せ
ぬ
）
に
成
田
が
作
曲
し
、
こ
れ
が
童
謡
第
一
号
と
し
て
有
名
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
雨
、
赤
い
鳥
小
鳥
、
ち
ん
ち
ん
千
鳥
な
ど
白
秋
の
作
品
に
曲
を
つ
け
て
い
る
。
。 

成
田
の
ふ
る
さ
と
米
内
沢
は
、
マ
タ
ギ
の
里
で
知
ら
れ
る
阿
仁
谷
の
北
端
、
阿
仁
川
が
米
代
川
と

合
流
す
る
田
園
地
帯
に
あ
る
。
森
吉
山
が
遠
望
で
き
る
生
家
跡
に
記
念
館
「
浜
辺
の
歌
音
楽
館
」
が

あ
る
。
大
正
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
緑
の
屋
根
と
外
観
が
六
角
形
の
洋
館
。
浜
辺
の
歌
の
自
筆
楽

譜
、
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の
書
簡
な
ど
の
資
料
、
ホ
ー
ル
舞
台
に
は
為
三
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
ピ
ア
ノ
演
奏

を
し
て
い
る
。
浜
辺
の
歌
の
変
奏
曲
が
圧
巻
だ
っ
た
。 

参
考 

第
三
節 

は
や
ち
忽
ち
波
を
吹
き/

赤
裳
の
裾
ぞ
濡
れ
ひ
ぢ
し
、/

病
み
し
我
は 

す
で
に

癒
え
て
、/

浜
辺
の
真
砂 

踏
む
や
今
は 


